
平成 1 7 年度第 6 回理事会抄録  
日時：平成 1 7 年 1 2 月 1 7 日（土） 1 3： 0 0～ 1 6： 4 0  
場所：（社）日本作業療法士協会 1 0 階会議室  
出席：杉原（会長）、中村、山根（副会長）、荻原（事務局長）、古川、

長谷川（監事）、岩瀬、太田、小林（正）、鶴見、早川（宏）、比留間

（常務理事）、大熊、大丸、片岡、楜澤、小林（毅）、澤田、早川（昭）、

日垣、三澤、山本（理事）、石塚（部長）、毛束、土井（委員長）  
 
Ⅰ．審議事項  
1 .平成 1 8 年度予算（案）について（石塚財務部長）予算案が出てい
ない部 ･委 員会があり、今後変更が見込まれるが、予算案を説明。会

費収納手数料等に対する質問、鹿児島学会の予算案の参加費につい

て質問があった。→ 継続審議  
2 .全 国 研修 会 の あり 方 に つい て （杉原会長）作業療法を取り巻く今
日的課題について、卒後 5 年前後の会員を対象とし、 1 ヵ所 2 5 0～
3 0 0 万円の予算で年間 2 ヵ所、企画は協会と開催地士会の合議とす
るなどの提案に対し、開催士会の選出方法、規模や開催日数、時期、

協会指定プログラムなどに対して意見が多く出されたが、大枠で理

事会承認とする。→ 承認  
3 .障害者自立支援法関連 1）障害者自立支援法に対する意見書（案）
について  2）障害者自立支援法パブリックコメントについて  3）
市町村審査会への O T 配置要望について（太田保健福祉部担当理事）
1） に つ い て は 、 簡 潔 な 文 章 に し 、 実 数 も 入 れ 、 適 切 な 用 語 を 使 用
し て 修 正 を 行 う と い う こ と と し た 。 3） に つ い て は 士 会 連 絡 協 議 会
の了解を得て進める必要があるなどの意見が出された。→ 承認  
4 .制度 改革 に関 する 情報 伝達 研修 会の 開催 につ いて （太田保険部担
当理事）0 6 年 4 月 1 日からの制度改革についての情報の周知方法と
して、会員への伝達研修会の開催の要望。これに対し、協会の予備

費から旅費 1 人分負担すること、その後、県士会で伝達講習を行い、
報告書を提出することを条件として承認。→ 承認  
5 .平成 1 8 年度会員管理システムモデル士会募集について（荻原調

査部 担当 理事 ）来 年度 は、 O T 協会 と士 会を シス テム でつ なぐ モデ

ル士会の募集の最終年度なので改めて募集をかける。来年 9 月の段
階で取りまとめ、理事会に報告する。→ 承認  
6 .個 人情報 保 護規程 （ 案）に つ いて（土井規約委員長）個人情報保
護方針（案）と個人情報保護規程（案）の説明。規程の 3 章個人情
報保護管理体制について、個人情報保護責任者は第一副会長とし、

監査責任者は監事を充てる等の意見。各士会と締結作業中の「個人

情報の取り扱いに関する覚書」等、会員個人情報の共同利用に関す

る項目を追加する。 1 月 2 0 日までに意見を求め、 2 月の理事会で承



認を得たい。→ 継続審議  
7 .事務局職員の採用について（荻原事務局長）ハローワークを通し、
11 月 1～ 1 4 日に求人募集、 1 2 月 2・ 6 日に 1 0 件の面接を行い、そ
の結果候補者を 2 名挙げた。 1 年間契約職員として採用し、その後
契約更新あるいは本採用としたい。→ 承認  

Ⅱ .報告事項  
1 .平成 1 8 年度主要目標について（毛束企画調整委員長）主題を会員
にアピールできるように書き換えた。前回問題になった細かい点を

訂正し、 3 の執行体制の強化に第 3 次長期活動計画の見直し等を含
め、 4 項目とした。  
2 .専門 作業 療法 士制 度の 制度 設計 （案 ）に つい て （岩瀬教育部担当
理事）この案を持ち帰り、内容を吟味されて、1 月 1 4 日までに教育
部長宛て、意見を寄せられたい。  
3 .平成 1 8 年度診療報酬改定要望について（山本保険部担当理事）

この間、多々情報が錯綜しているが、 O T 協会は 11 月 2 8 日、 1 2 月
1 3 日と、リハ医学会、リハ病院施設協会、 P T、 S T 協会合同の幹部
会議に参加し、 5 団体要望書を作成して、 1 2 月 2 0 日に厚労省を訪
問する。この案に対し意見があれば至急ご連絡いただきたい。  
4 .日本 発達 障害 ネッ トワ ーク への 理事 就任 につ いて （三澤保健福祉
部担当理事）理事に就任した。来年度、当協会が正会員となるかど

うかについては、詳細を理事会にかける。  
5 .その他  
1） 国 民 医 療 推 進 会 議 の 署 名 運 動 お よ び 集 会 に つ い て （ 荻 原 事 務 局
長）前回の理事会でお願いした署名の最終報告が日本医師会から来

ている。 1 6 6 2 万 9 8 5 0 名で、 O T 協会は 6 0 0 0 名。  
2）医療 ･教 育 ･福 祉 ･健 康 系 オール学校ガイダンスについて（山本広
報部担当理事）日本ドリコム主催の職業理解セミナーなどのイベン

トが来年 4・ 5 月に全国 7 都市で開かれる。近在の理事にご協力お
願いする。  
3） 福 祉 用 具 の 判 定 基 準 に 関 す る 専 門 職 へ の 研 修 会 報 告 （ 中 村 副 会
長）1 2 月 3 日島根県松江市で 11 4 名が参加して行われた。アンケー
トの結果は好評。  
4） 2 1 世紀ヒューマンサービスを支える専門職の会報告（中村副会
長）来年度雇用年齢制限に関する調査を各自治体に対して行う。諸

経費は会が持つ。  
5） 中 間 監 査 お よ び 学 会 監 査 監 事 意 見 書 （ 杉 原 会 長 ） 幾 つ か 注 意 点
はあったが、適正に表示されていると認められた。  
6）（杉原会長）呼吸療法認定士の受験資格の職種に O T を入れてほ
し い と 申 し 入 れ て い る が 、 進 ま な い 。 P T 協 会 に 協 力 を お 願 い す る

アドバイスを受けているが、協会独自で進めていくこととする。  



7）（小林（ 正 ））協会内部で戦略的な研究プロジェクトを立ち上げた
い。 2 月 1 8 日に学術部、保険部、保健福祉部、精神障害問題担当理
事、事務局長で会議を持つ。  
8）（鶴見精神障害問題担当理事）司法精神医療が動き始め、件数は
現時点で 1 4 0～ 1 5 0 件。通院の民間レベルの病院ではスタッフが対
応に困り、研修の要望が強い。 O T 協会も対応が必要だ。  

以上  


